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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

　

御み

宇う

田た

五ご

山ざ
ん

の
一

つ
と
さ
れ
る
実じ
っ

西さ
い

寺じ

跡
に
立
っ
て
い
る
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

三
基
と
五

輪
塔
三
基
で
す
。
い

ず
れ
も
無
銘
で
す

が
、
そ
の
形
状
か
ら

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。
六

段
の
基
礎
は
当
地
方

特
有
の
形
で
、
階
段

式
の
屋
根
、
馬
耳
形

（
隅す
み

飾か
ざ
り）

突
起
を
持

つ
笠か
さ

石い
し

な
ど
が
特
徴

で
す
。　
　

	（
大
墨
）

重
盛
の
供
養
塔

鹿本町
御宇田

33

建造物

し
げ
も
り
の
く
よ
う
と
う

P.140

建
｜
１

　

元げ
ん

亨こ
う

二
（
一
三
二
二
）

年
以
降
に
建
立
さ
れ
た

石
塔
群
で
、
県
道
か
ら

少
し
入
っ
た
民
家
裏
に

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

銘
文
に
は
、
関
係
者
や

康
平
寺
の
再
興
に
力
を

尽
く
し
、
六
十
三
歳
で

没
し
た
禎

て
い
き
ゅ
う久
法
印
の
菩ぼ

提だ
い

の
た
め
に
こ
の
塔
が

建
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
発
掘
調
査

で
、
土は

じ

き
師
器
、
瓦が

き器
片
、

布ぬ
の

目め

瓦が
わ
ら

片
、
五ご

こ
し
ょ

鈷
杵
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。										

（
菊
川
）

霜
野
の
だ
ん
と
う
さ
ん
と
如
法
経
塔

鹿央町
霜野

34

建造物
し
も
の
の
だ
ん
と
う
さ
ん
と

	　
　
　
　
　

に
ょ
ほ
う
き
ょ
う
と
う

P.141

建
｜
２

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

53

市指定

所在地

地図

52

　
大だ

い
に
ち
ど
う

日
堂
の
敷
地
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
高
さ
二
・
〇
㍍

の
石
造
り
で
す
。
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
康
平
寺
の

僧
快か

い
い
ん音

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
龕が

ん
ぶ部

よ
り

上
は
室
町
期
の
様
式
を
残
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
霜
野
公

民
館
近
く
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
菊
川
）

霜
野
の
六
地
蔵

鹿央町
霜野

35

建造物

し
も
の
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.141

建
｜
３

姫
井
の
六
地
蔵

鹿央町
姫井

36

建造物

ひ
め
い
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.141

建
｜
４

　
高
さ
二
・
一
㍍
の
六
地
蔵
で
す
。
全
体
に
傷
み
が
ひ
ど

い
た
め
、
刻こ

く
め
い銘

な
ど
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
代
は
、

江
戸
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
六
地
蔵
は
、
東
に
行
け

ば
山
鹿
へ
、
西
は
玉
名
、
南
は
熊
本
、
東
南
は
菊
池
へ
と

続
く
、
重
要
な
道
沿
い
に
立
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
飯
田
）

 

　
菊
池
則
隆
（
の
り
た
か
）
の
娘
、
玉
依
姫
（
た
ま
よ
り
ひ
め
）
が
、
化
粧

田
に
賜
っ
た
玉
名
へ
向
か
う
途
中
、
姫
井
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
上

井
（
か
み
い
）　

と
下
井
（
し
も
い
）
の
二
つ
の
湧
き
水
が
あ
り
、
姫
は
こ
の
水
を
気
に
入
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
後
、
こ
の
地
域
は
姫
井
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
女
中
が
使
っ
た
上
井
は
「
カ
ミ
ゴ
」、
下

女
中
が
使
っ
た
下
井
は
「
シ
メ
ゴ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
シ
メ
ゴ
は
、
最

近
ま
で
姫
井
水
道
組
合
の
水
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形
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史
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天
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記
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名
勝
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市指定

所在地

地図

5455

市指定

所在地

地図

堂
米
野
の
六
地
蔵

鹿央町
堂米野

37

建造物

ど
う
め
の
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.141

建
｜
５

　
灰
石
（
阿あ

蘇そ

熔よ
う

結け
つ

凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

）
で
作
ら
れ
た
、
高
さ
二
・

〇
㍍
の
六
地
像
で
す
。「
文
化
十
五
年
再
建
」
と
印
刻
さ
れ

て
い
ま
す
が
（
文
化
十
五
年
は
、
西
暦
一
八
一
八
年
）、
龕が

ん

部ぶ

（
お
地
蔵
様
が
彫
っ
て
あ
る
部
分
）
だ
け
が
そ
れ
に
当

た
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　 （
多
田
隈
）

広
の
六
地
蔵

鹿央町
広

38

建造物

ひ
ろ
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.141

建
｜
６

　

高
さ
二
・
八
㍍
の
六
地
蔵
で
す
。

　

傷
み
も
少
な
く
、
表
面
も
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
、
刻
銘
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
も

の
と
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
飯
田
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画
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市
古
文
書

市
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市
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市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財
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形
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民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗
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無
形

  

　
民
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形
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名
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名
勝
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市指定

所在地

地図
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市指定

所在地

地図

宮
前
の
六
地
蔵

鹿央町
霜野

39

建造物

み
や
ま
え
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.141

建
｜
７

	

高
さ
は
、
二
・
二
㍍
で
、
文
政
六
（
一
八
二
二
）
年
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も
と
は
、
道
沿
い
に
あ
っ
た
の
が
、

明
治
時
代
に
県
道
が
作
ら
れ
た
時
、
移
転
さ
れ
た
も
の
で

す
。																							　
　
　
　
　
　
　
　

												（
菊
川
）

藤
井
八
幡
宮
如
法
経
塔

藤井
藤井八幡宮

40

建造物
ふ
じ
い
は
ち
ま
ん
ぐ
う

	　
　
　
　
　
　
　

に
ょ
ほ
う
き
ょ
う
と
う

P.141

建
｜
８

　

鎌
倉
時
代
後
期
、
弘こ

う
あ
ん安
六
（
一
二
八
三
）
年
に
建
立
さ

れ
た
宝ほ
う
と
う塔
で
す
。
塔
身
に
は
「
如
法
経
之
塔
」
と
印
刻
さ

れ
、
基
礎
石
の
正
面
に
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は

一
五
四
㌢
、
幅
は
七
〇
㌢
で
す
。

　

以
前
は
お
宮
の
西
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
お
宮
を
拡
張
す

る
際
に
現
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。						　
　
　

								（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
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名
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名
勝
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57 56

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

法
華
寺
の
石
塔
々
身
群

寺島
法花寺

41

建造物

ほ
っ
け
じ
の
せ
き
と
う
と
う
し
ん
ぐ
ん

P.139

建
｜
９

	

法
華
寺
観
音
堂
の
右

側
に
、
多
く
の
石
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
石
檀
上
に

四
基
の
石
塔
々
身
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

	
こ
れ
ら
の
塔
身
に

建け
ん
ぽ
う保
三
（
一
二
一
五
）

年
と
建
保
四
年
の
銘

及
び
梵
字
、
模
様
が

彫
り
こ
ま
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

年
代
の
分
か
る
塔
身

で
は
、
山
鹿
市
内
最

古
級
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

	（
橋
本
）

有
福
寺
跡
五
輪
塔

鹿本町
上高橋

42

建造物

ゆ
う
ふ
く
じ
あ
と
ご
り
ん
の
と
う

P.140

建
｜
10　

瑞ず
い

雲う
ん

山ざ
ん

有ゆ
う

福ふ
く

寺じ

跡
に
あ
り
ま
す
。

	

鎌
倉
時
代
の
作

で
、承

じ
ょ
う

久
き
ゅ
う

三（
一
二

二
一
）
年
、
泉

い
ず
み

本

荘
（
旧
稲
田
村
）

の
地ぢ

と
う頭
と
な
っ

た
高
橋
氏
の
祖
、

相さ
が
ら良
左さ

近こ
ん

将
し
ょ
う

監げ
ん

頼よ
り

元も
と

と
そ
の
一
族
の

五
輪
卒そ

塔と
う

婆ば

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

57

市指定

所在地

地図

56

福
原
の
角
卒
塔
婆

鹿北町
岩野　福原

43

建造物

ふ
く
ば
る
の
か
く
そ
と
う
ば

P.139

建
｜
11

　

高
さ
七
〇
㌢
で
、
石
作
り
の
塔
で
す
。
天
文
七
（
一
五
三

八
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
鹿
北
町
で
年
号
が
わ
か

る
も
の
の
中
で
、
最
も
古
い
追
善
供
養
の
墓
碑
で
す
。

	

も
と
も
と
、
水
田
に
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
の
場
所
に
移

転
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

			（
石
本
）

東
野
の
だ
ん
と
さ
ん
塔
石
群

鹿北町
四丁　東野

44

建造物

あ
ず
ま
の
の
だ
ん
と
さ
ん
と
う
せ
き
ぐ
ん

P.139

建
｜
12

　

通
称
「
だ
ん

と
（
壇
徒
）
さ

ん
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
小
高
い
丘
の

上
に
、
宝
篋
印
塔

一
六
基
、
五
輪
塔

等
が
多
数
存
在
し

ま
す
。
東と

う

願が
ん

寺じ

の

墓
地
と
言
わ
れ
て

お
り
、
鹿
北
地
区

最
大
の
古
塔
群
で

す
。	　

				（
高
巣
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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59

市指定

所在地

地図

58

市指定

所在地

地図

須
屋
の
宝
篋
印
塔

鹿北町
椎持　須屋

45

建造物

す
や
の
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

P.138

建
｜
13

宮
迫
の
板
碑

鹿北町
岩野　宮迫

46

建造物

P.139

建
｜
14

み
や
ざ
こ
の
い
た
び

	

文
化
年
間
ご
ろ
疫
病
の
大
流
行
が
あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
周

辺
に
あ
る
墓
の
祟
り
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
村
民
が
墓
石
な

ど
を
集
め
、
そ
の
上
に
観
音
を
祀
っ
て
供
養
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
中
満
）

　

仏
教
が
盛
ん
な
室

町
時
代
頃
、
先
祖
を

供
養
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
板

碑
正
面
に
は
、
梵ぼ

ん

字じ

が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
四
月
三
日
に
は
、

関
係
の
家
で
供
養

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　

	（
石
本
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

59

市指定

所在地

地図

58

七
浦
の
五
輪
塔

鹿北町
岩野　七浦

47

建造物

な
な
う
ら
の
ご
り
ん
と
う

P.139

建
｜
15

慶
春
待
ち
の
碑

鹿北町
芋生�川原谷

48

建造物

け
い
し
ゅ
ん
ま
ち
の
ひ

P.139

建
｜
16

　

岩
野
尾
谷
（
久

老
）
の
小
高
い
丘
の

上
に
、
石
造
り
の
五

輪
塔
が
三
基
並
ん

で
い
ま
す
。
移
動
さ

れ
て
い
て
並
べ
方

は
ど
う
だ
っ
た
の

か
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
。
近
く
に
天

文
三
（
一
五
三
四
）

年
頃
の
お
墓
が
あ

り
ま
す
。			（
石
本
）

　

安
土
桃
山
時
代
、
加
藤
清
正
が
朝
鮮
出
兵
か
ら
引
き
揚
げ
る

際
、
紙か

み

漉す
き

師し

を
伴
い
帰
り
、
こ
の
地
で
紙
漉
き
の
業
を
始
め
さ

せ
ま
し
た
。
紙
漉
師
慶
春
の
一
行
は
、
鹿
北
町
芋
生
に
移
住
し
、

そ
の
後
紙
漉
技
術
を
伝
え
、
こ
の
地
域
の
主
産
業
に
ま
で
発
展

さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
、
慶
春
た
ち
を
村
人
ら
が
待
ち
受
け
た
記
念
と
し

て
建
て
た
も
の
で
す
。	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		（
古
賀
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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61

市指定

所在地

地図

60

市指定

所在地

地図

慶
春
の
碑

鹿北町
芋生�川原谷

49

建造物

け
い
し
ゅ
ん
の
ひ

P.139

建
｜
17

鏡
観
坊
の
宝
篋
印
塔

鹿北町
岩野�女田

50

建造物

き
ょ
う
か
ん
ぼ
う
の
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

P.139

建
｜
18

　

鎌
倉
時
代
作
と
さ
れ
る
お
墓
で
、
鏡
観
坊
の
山
伏
が
こ
こ
で

病
に
倒
れ
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
供
養
し
て

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
篋
印
塔
と
し
て
は
鹿

北
で
最
大
の
も
の
で
す
。
耳
の
病
気
に
お
参
り
す
る
と
病
気
が

治
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
遠
く
か
ら
の
お
参
り
も
あ
り
ま
す
。

お
堂
の
右
に
は
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
の
山
伏
石
像
も
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
石
本
）

　

慶
春
の
墓
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
三
郎
塚
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
も
と
は
細
永
集
落
の
竹
林
の
中
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
平

成
十
年
、
慶
春
公
園
を
造
っ
た
際
、
移
築
し
ま
し
た
。

　

慶
春
公
園
は
、
彼
の
偉
業
が
永
久
に
伝
わ
る
こ
と
を
念
願
し

て
設
営
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
古
賀
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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61

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

60

下
中
の
六
地
蔵

鹿北町
岩野　下中

51

建造物

し
も
な
か
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.139

建
｜
19

迫
浦
の
宝
篋
印
塔

鹿北町
芋生　迫浦

52

建造物

さ
こ
う
ら
の
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

P.139

建
｜
20

　

明
和
六
（
一
七
六

九
）
年
に
作
ら
れ
た

高
さ
二
六
〇
㌢
の

石
造
り
の
六
地
蔵

で
す
。
六
面
に
は
、

人
々
の
迷
い
を
救
う

菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
が

刻
ま
れ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
物
が
違

っ
て
い
ま
す
。
イ
ボ

や
歯
痛
の
神
と
し
て

の
お
参
り
が
あ
り
ま

す
。　

									（
石
本
）

	

芋
生
迫
の
民
家
裏

に
、
宝
篋
印
塔
、
五

輪
塔
が
五
基
置
か
れ

て
い
ま
す
。
台
石
の

中
央
に
梵
字
、
そ
の

右
に
口
浄
通
禅
定
門
、

左
側
に
文
明
十
六

（
一
四
八
四
）
年
の
銘

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

鹿
北
町
の
年
号
の
確

認
さ
れ
る
墓
碑
で
は
、

最
も
古
い
も
の
で
す
。

	（
高
巣
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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63

市指定

所在地

地図

62

市指定

所在地

地図

法
泉
寺
の
地
蔵
尊

鹿北町
椎持　下村

53

建造物

ほ
う
せ
ん
じ
の
じ
ぞ
う
そ
ん

P.138

建
｜
21

田
中
橋

鹿北町
多久　田中

54

建造物

た
な
か
ば
し

P.138

建
｜
22

　

高
さ
一
五
〇
㌢
、三
五
㌢
角
の
石
造
り
の
地
蔵
像
で
す
。

山
潮
（
土
石
流
）
で
法
泉
寺
が
流
さ
れ
、
今
の
下
村
に
留

っ
て
い
た
の
を
、
村
人
が
起
こ
し
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
表
面
の
上
部
に
地
蔵
像
、
そ
の
下
に
奉
建
立
地
蔵

菩
薩
尊
像
、
側
面
及
び
裏
面
に
は
多
数
の
僧
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
銘
文
か
ら
文
明
十
四
（
一
四
八
二
）
年
に
作

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
中
満
）

	

鹿
北
地
区
最
古
の
石
橋

で
、安
政
五
（
一
八
五
八
）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
通

称
車く

る
ま

橋ば
し

、
別
名
化け

巖ご
ん

矼こ
う

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
長
さ

一
四
・
三
㍍
、
幅
三
・
二
五

㍍
で
二
重
輪わ

い

し石
で
造
ら
れ

た
、
珍
し
い
構
造
で
す
。

橋
上
に
は
、
建
設
理
由
や

関
係
者
の
名
前
の
ほ
か
、

「
藤
か
ら
む
巖い

わ
お

と
化
せ
よ

車
橋
」
と
の
句
が
刻
ま
れ

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
石

工
は
、
地
元
の
藤
左
衛
門

と
藤
兵
衛
で
す
。（
古
賀
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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63

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

62

高
井
川
橋

鹿北町
岩野�高井川

55

建造物

た
か
い
が
わ
ば
し

P.139

建
｜
23

女
田
橋

鹿北町
岩野�西栗瀬

56

建造物

お
な
だ
ば
し

P.139

建
｜
24

　

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
、
国
道
三
号
の
開
通
に

伴
い
、
男
岳
川
に
架
設
さ

れ
ま
し
た
。
物
流
の
大
動

脈
で
、
九
州
を
縦
断
す
る

重
要
国
道
に
ふ
さ
わ
し

く
、
長
さ
一
九
・
七
㍍
の

長
大
な
眼
鏡
橋
で
す
。
ま

た
同
時
に
、
他
の
石
橋
に

見
ら
れ
な
い
凝
っ
た
造
り

の
丸
い
欄ら

ん

干か
ん

や
橋は

し
す
そ裾

の
飾

り
石
な
ど
が
あ
り
、
雄
大

か
つ
優
美
な
姿
を
見
せ
て

い
ま
す
。
石
工
は
有
名
な

橋
本
勘か

ん

五ご

郎ろ
う

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　

									（
古
賀
）

　

大
正
三（
一
九
一
四
）

年
、
福
岡
県
立
花
町

辺へ

ば

る春
の
中
村
時
次
郎
が

造
っ
た
と
い
わ
れ
る
石

橋
で
す
。
男
岳
川
に
架

け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
六
年
河
川
改

修
工
事
に
よ
り
、
現

在
地
（
瞑
想
の
森
公

園
）
に
輪
石
の
み
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
長
さ

一
一
・
七
㍍
、
幅
四
・
二

㍍
で
、
橋
面
は
緩
や
か

に
反
り
、
半
円
に
近
い

丸
み
を
持
っ
た
優
美
な

形
状
で
す
。					（
古
賀
）
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登
録

国
登
録
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指
定
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定

市
建
造
物
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建
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無
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65

市指定

所在地

地図

64

市指定

所在地

地図

須
屋
の
五
輪
塔

鹿北町
椎持　須屋

57

建造物

す
や
の
ご
り
ん
の
と
う

P.138

建
｜
25

素
覚
尼
五
輪
塔

杉
日輪寺

58

建造物

P.141

建
｜
26

そ
か
く
に
ご
り
ん
の
と
う

　

多た

久く

大や
ま
と
の和

守か
み

の
弟
の
須
屋
源げ

ん

ご五
の
墓
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
作
成
年
代
な
ど
、
そ
の
他
は
詳
し
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
源
五
は
、
肥
後
国
衆
一
揆
の
隈わ

い

府ふ

城
の
戦
い
の
時
、
戦
死
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中
満
）

　

正し
ょ
う
わ和

五（
一
三
一
六
）

年
、
菊
池
氏
十
二
代

武た
け
と
き時

は
、
日
輪
寺
を

修
興
し
、
娘
を
住
ま

わ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
五
輪
塔
は
、

そ
の
娘
の
墓
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
一
七
〇
㌢

で
、
水す

い
り
ん輪
に
梵
字
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
橋
本
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画
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市
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文
書
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史
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史
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65

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

64

石
体
観
音
三
十
三
基

杉
日輪寺

59

建造物
せ
き
た
い
か
ん
の
ん
さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
き

P.141

建
｜
27

伝
宇
野
親
治
五
輪
塔
群

中
雲閑寺

60

建造物

P.141

建
｜
28

で
ん
う
の
ち
か
は
る
ご
り
ん
の
と
う
ぐ
ん

　

日
輪
寺
本
堂
北
側
の

林
の
岩
上
に
点
在
し
た

観
音
石
像
群
で
す
。
聖

観
音
を
は
じ
め
様
々
な

観
音
菩
薩
像
が
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
寄
進
者
の
名
が
あ

っ
て
、
近
く
は
山
鹿
の

下
町
、
中
町
、
遠
く
は

阿
州（
徳
島
）、防
州（
山

口
）
の
寄
進
名
も
あ
り

ま
す
。
年
代
で
は
、
文

政
十
二
（
一
八
二
九
）

年
の
銘
も
見
ら
れ
ま

す
。		　
　

							（
橋
本
）

　

雲う
ん
か
ん
じ

閑
寺
境
内
に

三
つ
の
五
輪
塔
が

並
ん
で
い
ま
す
。

大
き
さ
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
、
高

さ
一
六
〇
㌢
程
度

と
大
型
で
す
。
ど

れ
も
銘
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
元
の
乱

（
一
一
五
六
年
）
に

敗
れ
て
山
鹿
へ
や

っ
て
来
た
宇
野
親

治
の
墓
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）
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登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物
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建
造
物
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67

市指定

所在地

地図

66

市指定

所在地

地図

方
保
田
の
板
碑

鍋田
博物館

61

建造物

か
と
う
だ
の
い
た
び

P.141

建
｜
29

金
剛
乗
寺
石
門

山鹿
金剛乗寺

62

建造物

P.141

建
｜
30

こ
ん
ご
う
じ
ょ
う
じ
い
し
も
ん

　

も
と
は
方
保
田
八
幡
宮
北
の
立た

て

石い
し

に
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
専せ

ん
り
ゅ
う
じ

立
寺
に
移
さ
れ
、
現
在
は
山
鹿
市
立
博
物
館
の

敷
地
内
に
立
っ
て
い
ま
す
。
元げ

ん
こ
う亨

元
（
一
三
二
一
）
年
の

銘
が
あ
り
、
碑
面
に
は
、
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

と
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

を

表
す
梵ぼ

ん

字じ

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。						　
　

					（
事
務
局
）

	

文
化
元
（
一
八
〇
四
）

年
に
石
工
甚じ
ん
き
ち吉

が

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
の
切
石
で
造

っ
た
円
形
の
門
で
、

金
剛
乗
寺
の
参
拝
道

に
あ
り
ま
す
。
ア
ー

チ
の
上
に
は
、
表
に

胎た
い
ぞ
う蔵

界か
い

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

、

裏
に
金こ
ん

剛ご
う

界か
い

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

を
示
す
梵ぼ
ん

字じ

が
彫

り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

伝
え
に
よ
る
と
、
佛

様
の
体
内
に
入
っ
て

行
き
、
ま
た
体
内
よ

り
出
る
門
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。（
五
嶋
）
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定
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史
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市指定

所在地

地図

67

市指定

所在地

地図

66

小
坂
の
六
地
蔵

小坂
熊野座神社

63

建造物

お
さ
か
の
ろ
く
じ
ぞ
う

P.139

建
｜
31

善
吉
の
塔

鹿北町
芋生�釘の花

64

建造物

P.139

建
｜
32

ぜ
ん
き
ち
の
と
う

　

小
坂
の
熊
野
座
神
社
下
に
あ
り
ま
す
。
文
明
十
二

（
一
四
八
〇
）
年
建
立
で
、
高
さ
は
一
・
八
㍍
で
す
。
上
部

に
六
面
の
地
蔵
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
山
鹿
地
区
で
も
銘
記

が
は
っ
き
り
し
た
数
少
な
い
六
地
蔵
で
す
。
こ
の
場
所

は
、
以
前
は
小
坂
旧
道
に
沿
っ
た
地
点
で
、
交
通
の
要
地

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
）

　

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
、
農
業
に
精
を
出
し
た
こ
と

で
細
川
藩
よ
り
表
彰
を
受
け
た
善
吉
の
碑
で
、
高
さ
は
約

二
㍍
で
す
。
上
か
ら
三
段
目
の
丸
石
の
部
分
に
「
南
無
阿

弥
陀
仏
／
享
保
二
年
正
月
芋
生
村
西
人
／
行
年
九
○
有
二

年
／
俗
名
善
吉
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。		　

					（
高
巣
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
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財
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形

  

文
化
財
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有
形

  

　
民
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形

  

　
民
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市  
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跡市  

史
跡
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天
然

  

記
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天
然

  

記
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無
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名
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造
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史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   67(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   67 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



69 68

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

多
久
太
郎
右
衛
門
の
墓

鹿北町
多久�本多久

65

建造物

た
く
た
ろ
う
え
も
ん
の
は
か

P.138

建
｜
33

泉
福
寺
跡
古
碑
古
塔
群

鹿本町
庄

66

建造物

P.140

建
｜
34

せ
ん
ぷ
く
じ
あ
と
こ
ひ
こ
と
う
ぐ
ん

　

多
久
太
郎
右
衛

門
は
、
親
孝
行
が
藩

に
認
め
ら
れ
、
享

保
八
（
一
七
二
三
）

年
、
細
川
藩
よ
り

二
人
扶
持
を
賜
り

ま
し
た
。
そ
の
こ

と
は
、
田
中
橋
上

に
あ
る
「
孝
子
太

郎
右
衛
門
之
碑
」

の
碑
文
に
記
し
て

あ
り
ま
す
。
墓
は

母
親
と
並
ん
で
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

	（
森
山
）

　

泉
福
寺
跡
の
一
角

に
並
ぶ
石
塔
群
で
、

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
の
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

や
五
輪
塔

か
ら
な
り
ま
す
。
泉

福
寺
は
、
真し

ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗

高こ
う
や
さ
ん

野
山
の
末
寺
で
、

永え
い
り
ゃ
く暦
元
（
一
一
六
〇
）

年
に
建
立
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代

に
は
、
相
良
（
高
橋
）

氏
、
隈
部
氏
の
保
護

を
受
け
て
繁
栄
し
ま

し
た
。　
　
　
（
芹
川
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古
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無
形
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史
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記
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民
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名
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史
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市指定

所在地

地図

69

市指定

所在地

地図

68

洞
口
橋

菊鹿町
下内田�日渡

67

建造物

と
う
ぐ
う
ば
し

P.140

建
｜
35

高
橋
の
一
字
一
石
逆
修
碑

鹿本町
高橋

68

建造物

P.140

建
｜
36

た
か
は
し
の
い
ち
じ
い
っ
せ
き
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う
ひ

　

天て
ん
ぶ
ん文

十
四
（
一
五
四
五
）
年
四
月
、
高
橋
大お

お
す
み
の
か
み

隅
守
頼よ

り

継つ
ぐ

が
建
て
た
板
碑
で
す
。
高
さ
一
〇
五
㌢
、
幅
五
四
㌢
、

厚
さ
二
四
㌢
で
す
。
も
と
は
、
高
橋
字
内う

ち

原ば
る

に
あ
っ
た

の
を
、
宅
地
造
成
に
よ
り
、
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

逆
修
と
は
、
造
立
者
が
生
前
に
自
分
で
死
後
の
供
養

を
行
う
こ
と
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
）

安
永
三
（
一
七
七
四
）

年
、
石
工
仁に

平へ
い

が
建
造

し
た
と
さ
れ
る
石
橋

で
、
阿
蘇
の
黒
川
の
石

橋
の
ひ
な
型
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
熊
本
県
下

最
古
の
石
橋
で
す
。
最

大
の
特
徴
は
、
リ
ブ
ア

ー
チ
式
と
い
う
構
造

で
、
輪
石
を
縦
方
向
に

並
べ
て
、
そ
れ
ら
を

楔く
さ
び
い
し
石
で
結
び
つ
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
五
年
六
月
十
八

日
の
洪
水
で
流
失
し
ま

し
た
が
、
平
成
六
年
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。

（
竹
下
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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71 70

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

八
千
代
座
付
属
施
設

山鹿
字上東

69

建造物

や
ち
よ
ざ
ふ
ぞ
く
し
せ
つ

P.141

建
｜
37

湯
山
橋

平山
湯山

70

建造物

P.141

建
｜
38

ゆ
や
ま
ば
し

　

八
千
代
座
本
体
以
外

の
施
設
で
、
ひ
ょ
う
た

ん
池
、
東
通
用
門
、
東

塀
、
稲
荷
社
、
旧
火
鉢

置
き
場
棟
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
建
設
時

の
古
文
書
や
、
舞
台
で

の
大
道
具
、
小
道
具
な

ど
も
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

稲
荷
社
は
、
公
演

　

平
山
か
ら
和な

ご
み水

町
神か

み

尾お

へ
向
う
旧
道
で
、
内

野
川
に
架
け
ら
れ
た
石

橋
で
す
。
長
さ
七
・
九
五

㍍
、
幅
二
・
七
四
㍍
、
ス

パ
ン
は
五
・
四
九
㍍
、
拱こ
う

矢し

は
二
・
九
八
㍍
で
す
。

石
工
は
鍋
田
の
猿
渡
某

と
あ
り
ま
す
。
年
代
は

不
明
で
す
が
、
天
保
六

（
一
八
三
五
）
年
頃
と
大

正
三
（
一
九
一
四
）
年
の

二
説
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
本
）

※
ス
パ
ン
（
ア
ー
チ
の
直
径
）

　

拱
矢
（
ア
ー
チ
の
基
礎
か
ら

　

要
石
ま
で
の
距
離
）

者
が
成
功
と
安
全
を
祈
願
さ
れ
て

い
た
祠
で
、
現
在
も
そ
の
伝
統
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
う
た
ん

池
は
、
東
西
に
あ
っ
て
東
側
は
、

雨あ
ま
ど
い樋
の
水
を
集
め
、
防
火
用
水
と

し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
五
嶋
）

東通用門

ひょうたん池

稲荷社

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

71

市指定

所在地

地図

70

島
田
の
鳥
居
を
担
う
天
部
形
仏
神

菊鹿町
下内田�島田

71

建造物

し
ま
だ
の
と
り
い
を
に
な
う

て
ん
ぶ
ぎ
ょ
う
ぶ
っ
し
ん

P.140

建
｜
39

内
野
の
六
地
蔵
幢
及
び
初
期
の
龕
部

菊鹿町
上内田�内野

72

建造物

P.138

建
｜
40

う
ち
の
の
ろ
く
じ
ぞ
う
と
う
お
よ
び

し
ょ
き
の
が
ん
ぶ

　

右
手
に
自じ

在ざ
い

鉤か
ぎ

、
左
手
に
宝ほ

う

珠じ
ゅ

を
持
ち
、
光こ

う

背は
い

に
は
鳥

居
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
神
体
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が

「
弁
財
天
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
地
に
昔
あ

っ
た
造
り
酒
屋
の
守
り
神
と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
た
も
の
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
）

山
鹿
市
菊
鹿
地
区
で
最
も
古
い
石
造
地
蔵
菩
薩
で
、
文
明
五

（
一
四
七
三
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
基
礎
、
竿
、
中ち

ゅ
う
だ
い台

は

当
初
の
も
の
で
す
が
、
龕が

ん
ぶ部

、
笠
、
宝ほ
う
じ
ゅ珠

は
江
戸
時
代
の
後
期
に
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
角
柱
の
竿
石
は
、
初
期
の
六
地
蔵
の
特
色
を

示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
初
の
龕
部
は
、
現
在
、
地
区
内
の
地
蔵
堂
内
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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73

市指定

所在地

地図

72

市指定

所在地

地図

石
工
仁
平
墓
碑

菊鹿町
下内田�日渡

73

建造物

い
し
く
に
へ
い
ぼ
ひ

P.140

建
｜
41

弁
天
橋

鹿北町
岩野　弁天

74

建造物

P.139

建
｜
42

べ
ん
て
ん
ば
し

　

仁
平
は
肥
後
石
橋
の
開
祖
と
い
わ
れ
た
石
工
の
棟
と
う
り
ょ
う梁
で
、
現
在

の
菊
鹿
町
下
内
田
を
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。
肥
前
に
赴
き
石
橋

の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
洞
口
橋
、

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
に
阿
蘇
ス
カ
ル
橋
を
架
橋
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
肥
後
北
部
を
中
心
に
石
橋
の
架
橋
を
指
導
し
た
ほ
か
、

神
社
の
鳥
居
、
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
、
仁
王
像
な
ど
の
石
造
物
を
製
作
し
、

活
躍
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
竹
下
）

	

別
名
園そ

の
き木

橋
と
も

呼
ば
れ
、
旧
国
道
三

号
線
造
営
時
の
明
治

十
四
（
一
八
八
一
）

年
に
架
け
ら
れ
た
眼

鏡
橋
で
す
。
他
の
旧

国
道
三
号
線
に
あ
る

石
橋
と
同
様
、
橋
本

勘
五
郎
率
い
る
種た

ね
や
ま山

石
工
た
ち
に
よ
っ
て

架
け
ら
れ
ま
し
た
。

橋
長
一
〇
・
五
㍍
、
幅

員
五
㍍
、
拱こ

う
し矢

二
・
八

㍍
。　
　
　
　
（
古
賀
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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73

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

72

勝
負
瀬
橋

鹿北町
岩野�勝負瀬

75

建造物

P.139

建
｜
43

し
ょ
う
ぶ
せ
ば
し

水
天
宮
一
号
橋

鹿北町
岩野　鶏頭

76

建造物

P.139

建
｜
44

す
い
て
ん
ぐ
う
い
ち
ご
う
き
ょ
う

　

長
さ
四
・
二
㍍
、
幅

二
・
四
㍍
で
、
明
治

初
年
に
建
造
さ
れ
ま

し
た
。
往
時
は
山
鹿

街
道
の
橋
と
し
て
た

く
さ
ん
の
人
々
が
往

来
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
現
在
は
旧
砕

石
工
場
内
に
あ
る
た

め
、
立
入
禁
止
で
す
。

楔く
さ
び
い
し石
が
少
し
ず
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。（古

賀
）

　

旧
山
鹿
街
道
（
兼

松
往
還
と
も
い
う
）

の
田
代
谷
川
に
架

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
天
宮
二
号
橋
と

共
に
、
鹿
北
町
の

眼
鏡
橋
の
中
で
は

最
も
素
朴
な
石
橋

で
す
。
橋
長
三
・
五

㍍
、
幅
員
二
・
四
㍍
、

明
治
初
め
ご
ろ
に

造
ら
れ
た
よ
う
で
、

石
工
は
不
明
で
す
。

（
古
賀
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   73(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   73 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



7475

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

水
天
宮
二
号
橋

鹿北町
岩野　鶏頭

77

建造物

P.139

建
｜
45

す
い
て
ん
ぐ
う
に
ご
う
き
ょ
う

上
麻
生
橋

鹿北町
椎持　麻生

78

建造物

P.139

建
｜
46

か
み
あ
そ
う
ば
し

　

一
号
橋
か
ら
約

一
〇
㍍
上
手
の
谷
に

架
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
号
橋
と
同
時

期
に
架
け
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
両
橋

と
も
に
壁
石
は
な

く
、
輪わ

い
し石
と
標
石
と

橋
の
両
裾
に
多
少
の

石
が
置
か
れ
、
土
を

か
ぶ
せ
た
状
態
で

す
。
長
さ
二
・
五
㍍
、

幅
は
二
・
四
㍍
、
石

工
は
不
明
で
す
。

　
　
　
　
　
（
古
賀
）

　

麻
生
集
落
か
ら
約

一
〇
〇
㍍
上
流
の
麻

生
川
に
架
っ
て
い
ま

す
。
長
さ
三
・
五
㍍
、

幅
一
・
四
㍍
の
非
常
に

素
朴
な
眼
鏡
橋
で
す
。

明
治
中
期
に
吉
永
家

の
先
祖
が
建
設
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

岳
間
の
人
々
は
麻

生
峠
を
越
え
、
こ
の

橋
を
渡
り
、
更
に
上

長
峠
を
越
え
て
山
鹿

を
目
指
し
ま
し
た
。

菊
鹿
―
鹿
北
の
県
道

が
開
設
さ
れ
る
ま
で

は
、
重
要
な
交
通
路

で
し
た
。　

	（
古
賀
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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7475

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

丸
山
橋

鹿北町
芋生�川原谷

79

建造物

P.139

建
｜
47

ま
る
や
ま
ば
し

板
曲
橋

鹿北町
四丁　廻渕

80

建造物

P.139

建
｜
48

い
た
ま
が
り
ば
し

　

	

明
治
十
四
（
一
八

八
一
）
年
の
国
道
三

号
の
建
設
時
に
、
岩

野
川
の
支
流
の
川
原

谷
川
に
架
設
さ
れ
た

眼
鏡
橋
で
す
。
石
工

は
橋
本
勘
五
郎
を
棟

梁
と
す
る
旧
東
陽
村

種た
ね
や
ま山
石
工
達
で
す
。

長
さ
八
・
五
㍍
、
幅

五
・
〇
㍍
で
、
ま
だ

石
組
も
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
一
見
に
値

す
る
眼
鏡
橋
と
い
え

ま
す
。　
　
（
古
賀
）

	

明
治
四
十
二
（
一
九

〇
九
）
年
に
、
岩
野
川

に
架
け
ら
れ
た
石
橋
で

す
。
橋
長
七
・
六
㍍
、

幅
員
四
・
七
㍍
で
し
た

が
、
二
回
に
わ
た
っ
て

幅
員
九
・
二
㍍
ま
で
拡

張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
七
年
の
県
道
改
修

の
時
、
現
在
の
廻
り
渕

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
移
築
に
よ
り
全

く
原
形
は
と
ど
め
て
い

ま
せ
ん
。　

					（
古
賀
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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7677

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

平
山
橋
の
輪
石

平山
前川内

81

建造物

P.139

建
｜
49

ひ
ら
や
ま
ば
し
の
わ
い
し

　

文
久
元
年
（
一
八
六

一
）
に
造
ら
れ
た
と

さ
れ
る
ア
ー
チ
式
石

橋
（
眼
鏡
橋
）
で
す
。

大
正
時
代
に
拡
幅
さ

れ
、
県
道
と
し
て
永

く
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
（
二

〇
一
二
）
に
県
道
の
拡

幅
工
事
に
よ
り
、
解
体

さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元

住
民
や
石
橋
保
存
団

体
か
ら
の
強
い
要
望

が
あ
り
、
平
成
二
十
六

年
度
（
二
〇
一
四
）

に
輪
石
部
分
を
移
転

復
元
し
た
も
の
で
す
。

（
事
務
局
）

大
坪
橋

城
仁田窪

82

建造物

P.141

建
｜
50

お
お
つ
ぼ
ば
し

　

慶
応
元
年
（
一
八
六

五
）
か
ら
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
ご
ろ
に

造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
ア

ー
チ
式
石
橋
（
眼
鏡
橋
）

で
す
。
元
は
吉
田
川
に

架
橋
さ
れ
て
い
た
水
路

橋
で
、
県
内
の
水
路
橋

と
し
て
は
国
宝
の
通
潤

橋
（
上
益
城
郡
山
都
町
）

に
次
ぐ
規
模
と
さ
れ
ま

す
。

　
「
洪
水
の
原
因
と
な

る
」
と
し
て
撤
去
さ
れ

ま
し
た
が
、
文
化
財
保

護
団
体
な
ど
の
尽
力
に

よ
っ
て
、
昭
和
五
十
九

年
（
一
九
八
四
）
山
鹿

市
立
博
物
館
南
側
へ
移

築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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